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Abstract 
The purpose of this paper is to examine the teaching approach of reading in the early stage of 
literacy development in Japanese as a heritage language (JHL) education. The first year of 
learning literacy at school is a transitional period from fun reading-aloud activities at home to the 
activities that require hard work at school, and this transition is a major change for children.  In 
order for children to quickly pass the initial literacy stage and to improve the reading ability to the 
level where children can read independently without any help, teachers must provide systematic 
and well-planned instruction based on the knowledge of theories and research of early literacy 
development.  This paper first examines the theory of the reading process and based on the 
theoretical framework the paper examines the reading instruction in the initial stage of the early 
literacy education in JHL schools and provides examples of the instructional activities.  In JHL 
education, “bottom-up model” of reading, an approach that first teaches each character 
individually and then moves to word recognition, is dominantly used. Reading-aloud a book is 
also used as an instructional activity in JHL classes, but the instruction takes place only when 
there is an extra time, and in the same way as it is utilized at home. While addressing the 
questions of what is reading and what it means to be able to read, this paper examines the theory 
and research findings about the model of the reading process and reading ability development, 
and based on that, presents instructional strategies together with some examples of instructional 
activities for initial literacy development stage in JHL education. 
 
要旨 
 本稿は、継承日本語教育における就学期の初期リテラシー発達段階の読みの指導法を

実例とともに検討することを目的としている。就学期は、それ以前の家庭における 
楽しい読み聞かせの活動から、学校で努力して学ぶことを求められる活動への移行期で

あり、この移行は子どもにとっては大きな変化である。初期リテラシーの段階を早く通

過し、一人で読める段階まで読みの力をあげていくためにも、理論と研究の知見を基に

した体系的で計画的な指導がこの時期には非常に重要である。本稿では読みのプロセス

に関する理論をまず検討し、これを基に、継承日本語教育における初期リテラシーの発

達段階における読みの指導の実例を挙げて検討する。継承日本語教育では、読みのモデ

ルの中のボトムアップモデル、つまり字を個別に 1 字ずつ教え、その字からなる語の読
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み方を次に教えるという言語の最小単位から出発して教えるモデルが使われている。ま

た、本の読み聞かせという活動もあるが、これは家庭での読み聞かせと同様の方法で行

なわれ、授業の時間が余った時に実施される傾向がある。本稿では、「読める」という

ことはどういうことか、読めるようになるためには、どのような指導が必要になるかと

いう問題に答えるために、読みのプロセスのモデルと読みの力の発達についての理論と

研究からの知見を検討し、それを基に継承日本語学校での初期リテラシー発達期の指導

法を考える。 
 
1. はじめに 

 本稿は、継承日本語学校での読みの指導について、特に初期のリテラシーの指導に焦

点をあて、リテラシーの発達のプロセスに関する既存の研究からの知見をまとめ、指導

法をデザインすることを目的としている。就学時の初期リテラシー発達時期は、それ以

前の家庭における本の読み聞かせという楽しいリテラシー活動から、努力して学ぶこと

を求める活動への転換期で、この移行は子どもにとっては大きな変化の時期である。初

期リテラシーの段階を早く通過させ、一人で読める段階まで読みの力を上げていくため

にも、理論と研究の知見を基にした体系的で計画的な指導がこの時期には非常に重要で

ある。 

 本稿は、この時期の読みの指導において効果がある指導とはどのようなものであるか

を考察するために、既存の研究からの知見と読む力の発達についての理論をまとめ、実

践への応用を検討する。本稿は 2 章からなる。はじめの章では、読みの力の発達につい

ての理論的枠組みを紹介する。読みのプロセスのモデル（Vacca et al., 2018）の紹介と、

教師の信念と、連続して発達する読みの力の発達の 5 段階の理論（Vacca et al.）を紹介

する。特に、この 5 段階の中の早期発達期に焦点をあて、オーラルの言語力とリテラシ

ー力の発達が相互に影響し合うという理論と、初期リテラシーの基礎作りのためには、
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就学前の家庭での言語とリテラシーの環境が重要であるという研究結果を吟味し、この

理論を応用したアプローチを概観する。 

 次の章では、前章でとりあげた理論を基に継承日本語教育における初期リテラシー発

達段階の読みの指導法について実例をあげて検討する。家庭で育てたリテラシーの基礎

を初期リテラシーの発達につなげるために、本の読み聞かせを楽しむ家庭でのリテラシ

ー活動から、自分から学ばねばならない時期に移行する子どもたちを支援する学習活動

に焦点を当てる。 

 本稿は、第一言語のリテラシー教育の研究と実践からの知見を基に、継承日本語教育 

の初期のリテラシー教育の指導法のデザインを試みるものであるが、第一言語のリテラ

シーの指導法に追従するべきであると主唱するものではない。バイリンガル・マルチリ

ンガル教育の研究者が主張するように(Ballinger, 2015; Cenoz & Gorter, 2011; García, 

2009)、第一言語を学ぶときの認知のプロセスと、すでに一つの言語を学び（あるいは学

びの途上にあり）、それに加えて第二の言語を学ぶときの認知のプロセスとは基本的に

異なり、第二言語の学習とは 2 つ目の第一言語を学習するということではない。 

 Cummins (1981) は、「言語の相互依存仮説」として、第一言語と第二言語の間での能

力の移行の可能性を示唆している。この「相互依存仮説」とは、言語 Y への十分な接触

と、言語 Y を学ぶ動機が高いと、言語 X を媒介とする授業を 受けて言語 X を伸ばすこ

とができた度合いに応じ て、言語 X の能力が言語 Y に移行するという仮説である。継

承日本語の学習者が継承語としての日本語と、学校教育で使われる言語という 2 つの言

語を学ぶ過程での言語の相互依存や、言語能力の移行ということは継承日本語のリテラ

シー教育でも考慮すべき理論である。 
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 しかし、この言語間の移行で何が移行するのかという問題については、語源を共有す

る同族言語（例 ラテン語とギリシア語から派生したロマンス語族）と、日本語と英語

のように異族言語間では移行するものに違いがあり、同族間言語では、言語と概念の両

領域の移行が見られるが、異族言語間では、言語の領域ではなく、概念（例 理科で習

う「光合成」についての知識）と認知力（例 学習ストラテジー）の移行であることが

指摘されている（Cummins, 2005）。また、読みの力の移行については、表記法が似て

いる 2 言語間（例 英語とフランス語）に比べ、表記法が異なる言語間では移行が少な

いことと、異なる表記の言語間の干渉が少ないという利点も指摘されている（中島, 

2006 を参照のこと）。加えて、読みの力で移行するものには、リテラシー発達の萌芽期

の音韻認識（語は音からなるということを理解すること）（Geva et al., 2000）と、活字

の概念（活字には意味があり、語は文字からできていて、話し言葉と関係があるのだと

いうことを理解すること） （Kenner & Gregory, 2013）があると報告されている。総じ

て、中島 （2006）は、表記の異なる言語間の読みの力の相互依存関係については、読み

の力の内部構造、読みのストラテジー、語彙との関係など言語領域における 2 言語の詳

細な関わりについてはまだわからないところが多く、今後の研究が必要であると指摘し

ている。 

 前述の言語間の相互依存説を基に、学習者のもつ複数の言語資源を活用する指導法が

提言されている。Cummins （2005）と Cummins ら（2015） は、学習者の第一言語と第

二言語を使って同じトピックで話を書き、ウェブ上に集めて公開するというデュアル言

語マルチメディアの本作成プロジェクトと、同じくテクノロジーを用いて、2 言語を使

って姉妹校間の交流で文学やアート作品を送り合ったり、社会問題の意見交換をした



JHL Journal, 2021 
 

5 
 

り、映画・オーディオ CD やマルチメディアのウェブ作成をするプロジェクトを紹介し

ている。 また、Ballinger (2015)、Lyster, Collins & Ballinger (2009) は、イマージョンプロ

グラムの英語またはフランス語を母語とする児童が同じ物語の本をこの 2 言語で読み、

その時の読みの指導も 2 言語間で連携させていくというアプローチの効果を調べ、読み

の指導の新しいアプローチとしての可能性を提言しているが、この研究で使われた指導

法は、その後の教育現場での実践には繋がっていないと、研究者自らがこの論文の中で

報告している。 

 バイリテラシー教育全般をみても、上記のように指導法に関する研究は数が限られて

いて、2 言語間を連携する教授法をカリキュラムに体系的に組み込み、その効果を実証

したものは無い。さらに、日本語と英語のように表記法の異なる 2 言語の、とくにバイ

リテラシー教育の初期の指導についての指導法への提言は見られない 1。従って、モノ

リンガルの初期リテラシーの指導法の研究で効果があると実証された指導法を継承日本

語教育に取り入れ指導法をデザインし、実践をする中で 2 言語間を連携させていくアプ

ローチを使う場合、読みの力の言語間の移行として音韻認識と活字の概念の移行を助け

る指導以外にどのような指導ができるのかを調べ、さらにその指導法の効果を測る実証

研究へと進めていくことが必要であると考える。また、モノリンガルのリテラシーの指

導法を取り入れる根拠として、モノリンガルのリテラシーの研究からの知見は、ほとん

どの場合マルチリンガルのリテラシーの発達と指導法を考えるときに適応できるという

研究者がいることがあげられる（Lehr et al., 2004; McCabe et al., 2013）。 
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 本稿は、前述の手順の第一段階、つまりモノリンガルの初期リテラシーの指導の中で

効果があると実証された指導法を継承日本語の初期リテラシー指導に取り入れた指導法

を構築することを目的としている。 

 本稿は読みの力の発達と指導法の検討を目的としているが、既存文献のレビューで

は、読みと書きの能力の両方の発達を合わせて論じた文献も多くあり、切り離して扱う

ことが不自然な議論もあった。従って、両者が合わせて論じられるところは「リテラシ

ー」という用語を使用し、読みに特化したものは「読み」という用語を使用した。 

2. 読む力の発達についての理論的枠組み 

 本章では、読む力を発達させるための指導法を考えるにあたり、読むとはどういう活

動なのか、つまり読む活動を成功させるためにはどのようなプロセスがかかわってくる

のかということに関する理論的枠組みと、読みの力はどのように発達していくのかとい

うことに関する理論的枠組みを取り上げる。 

2.1. 読みのプロセス 

 読みのプロセスは、ボトムアップモデル、トップダウンモデル、相互作用モデルとい

う 3 つのモデルで説明がされている (Vacca et al., 2018)。Vacca ら （2018） によると、ボ

トムアップモデルは、テキストを理解するためには、言語の最も小さい単位の処理、つ

まり音と字を結合させ語を認識できることが第一歩で、後に語、文、文章、テキストと

徐々に大きな単位の情報を頼りに理解が進むというモデルである。このモデルでは、リ

テラシー教育の焦点は、音と字の結合のしかたについての知識をつけ、一語一語を正確

に認識できる力をつけること、すなわち文字解読のためのデコーディングスキルを獲得

することに重点が置かれている。 
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 一方、トップダウンモデルは、ボトムアップモデルとは逆で、テキストの理解には読

み手の持つ背景知識を使ってタイトルや段落などの大きな単位の情報を取り込むことか

らから始まり、文章、文、語、音と字の結合と徐々に小さい単位の情報を頼りに理解が

進むというモデルである。トップダウンでは、わからない語があっても、音と字の結合

という最小単位に加えて文や文章やテキスト、さらにはコンテクストと読み手の持つ背

景知識という大きな単位の情報を使って理解することが重要で、教育の焦点は、オーセ

ンティック（学習者が実生活で体験することに関係するもの）で意味のある活動を話

す、聞く、読む、書くの 4 技能を使いながら行い、読みの力をつけることに置かれてい

る（Vacca et al., 2018 ）。 

 相互作用モデルは、語を正しくかつ迅速に認識することはテキストの理解に貢献する

と考えるが、わからない語の認識は文字情報(ボトムアップ)と意味を理解するための情

報(トップダウン)を同時に処理しながら行われると考えている。そして、教育の焦点

は、意味のあるコンテクストの中で、音と文字の結合、語、文、文章、段落、テキスト

全体の情報をもとに、ボトムアップのスキルと読みのストラテジーを発達させることで

読みの力を伸ばしていくことに置かれている（Vacca et al.., 2018）。最近では、多くの

研究者がこの相互作用モデルを支持し、ボトムアップとトップダウンの 2 つのプロセス

がテキストを理解するためにどのように相互作用をするのかが研究課題となっている

（Angosto et al., 2013;  Kintsch, 2005）。 

2.2. 教師の背景知識から形成される信念 

 読みの教育に限らず教育一般について言えることは、それぞれの学科を教えるにあた

り何をどう教えるかは教師各自が持っている「こうあるべき」という信念（「ビリー
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フ」という用語も使われるが本稿では以後「信念」を使う）に大きく左右されることで

ある。たとえ、教育省が作成したスタンダーズやそれに準じて作成された各学校区、及

びその中の各学校での共通の学習ゴールや学習目標があっても、教室での学習活動の選

択と組み立て方など教師の判断によるものには教師の信念が大きな影響を与える。 

 Vacca ら （2018）は、教師の信念は以下の３つの知識から形成されるとしている。教

師個人の知識、実践から得た知識、プロフェッショナルとしての知識。教師個人の知識

には、教師自身が子どもの時にどのように学んだかという知識も含まれる。実践から得

た知識というのは、教育に携わる中で得た知識をさす。プロフェッショナルとしての知

識は、読みの教育に関する理論、研究、実践について教師がうける研修で得た知識をさ

す。外国語教育でも教師が学習者として言語を習った方法が、言語を習うために必要な

方法であるという教師個人の信念が教育に強い影響を与えているという指摘がある

（ Lee & VanPatten, 2003） 。 

2.3. リテラシーの連続的な発達の段階 

 本章では、リテラシー（読みと書きの両方の能力を意味する）の発達を考察する。リ

テラシーの力が発達するのは、就学後の学校での読み書き教育によるものだと一般には

思われがちであるが、リテラシーは話し言葉の発達と同様に生後から始まるものであ

り、この生後から 2-3 歳までの時期がその後のリテラシー発達に大きくかかわっている

ということが見過ごされてきたという指摘がある (Vacca et al., 2018, p. 78) 。また、

Strickland （2013）は、既存の数多くの研究から、就学前のリテラシーの発達と就学後

の学校での学力とが強く関係していることが実証されていると述べている。 
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 既存の研究では、リテラシーの発達は、図 1 のように 5 つの連続する段階とみるとい

うのが共通の見解である (Vacca et al., 2018)。 

図１ リテラシーの連続的な発達の段階 

 

 

 

 

 

 

 

図１のリテラシーの発達は、年齢とその時期にどのようなリテラシーの活動があるかを

示している 2。  生後からプリスクールにかけては、子どもは自身をとりまく読み書きの

環境を探求し、リテラシー発達の基礎を作る。お話の読み聞かせを楽しみ、そのお話に

ついて話し、印刷されたものがメッセージを持っていることを学ぶ。ラベルやサイン、

お菓子のパッケージに書かれたものが字であることを認識し、本・店・テレビ・コンピ

ュータなど自分をとりまく環境にある書き言葉を目にする。また、家族がレシピーや本

を読むのを目にして、それをまねようとする。また、クレヨンや鉛筆などを手にし始め

ると、大人が意味を理解できない落書き（scribbling）を始める。この時期の子どもは、

字と絵の違いはまだ判らずに落書きをする。この時期は萌芽的リテラシーの（emergent 

literacy）の発達期と呼ばれている。 

 幼稚園の時期には、読みものは左から右、上から下に読んだり書いたりするなどの基

礎知識を身に着け、文字と音の関係がわかり、文字やよく出てくる語を試しに書き始め

生後~プ
リスク
ール

気づき
と探求
の時期
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試みの
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小学校
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自立期

Vacca et al., 2018. P. 80 (原文の英語を筆者が日本語に翻訳） 
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るようになる。4 歳を過ぎると、丸、四角、線などの簡単な図形を繰り返し使うように

なり、字と絵の区別をして落書きをするようになる。書いているものの意味は大人には

依然不明だが、絵と字（らしきもの）をうまく組み合わせて表現をするようになる。小

学校 1 年生は、本格的なリテラシ―学習の初期の時期で、簡単な話が読め、よく知って

いるトピックについて書くことができるようになる。話の先を予測するなどの理解のた

めのストラテジーも発達し始める。語の認識にも正確さが加わるようになる。以上の 3

段階が、リテラシーの早期の発達期とされる。 

 小学校 2 年生はそれ以前の早期リテラシー発達の時期から、3 年生以降複雑になるリ

テラシー学習への移行期である。この時期には読みと書きの速度と正確度が増し、イン

トネーションやアクセントをつけて読むなどの流暢度（fluency）が上がり、内容を理解

する力がつき、黙読で読むようになる。また、スペルの正確度が増す。小学校 3 年生以

降は、いろいろなジャンルの本が他からの助けもなく一人で読めるようになる、書ける

ようになるという最終のゴールに向けてリテラシーを発達させていくことになる。 

  本章では、リテラシーの連続的な発達の段階の中の早期リテラシーの発達段階の読

みの発達に焦点をあて、その第 1 段階と第 2 段階を学校での読みの教育の準備段階と位

置づけ、第 3 段階である小学校 1 年から本格的に始まる読みの教育を学校での読み教育

とし、以下でこの 2 つに分けて詳しく考察する。（この発達段階に焦点を当てる理由は

後続の第３章の冒頭に記述されているのでそれを参照されたい。） 

2.3.1 読みの教育の準備段階  

 生後からプリスクール期にかけて発達する萌芽的リテラシーと、それに続くリテラシ

ーの探求の時期は、学校教育での本格的なリテラシー学習にむけての準備段階にあるも
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ので、この時期にリテラシー力の基礎をなすさまざまなリテラシーの知識や能力が発達

する( Whitehurst & Lonigan, 1998）。豊かなリテラシー環境で育つ子どもたちは、モノリ

ンガルの家庭でもバイリンガル・マルチリンガルの家庭でも 3-4 歳ごろには萌芽的リテ

ラシーの獲得が顕著に現れることが研究で報告されている（Harste et al., 1984; バイリリ

テラシー・マルチリテラシーの萌芽的リテラシ―研究のまとめは Kenner & Gregory 

(2013)を参照されたい）。 

 萌芽的リテラシーの発達期には、子どもたちは日々の家庭生活の中で大人や他の子ど

もがリテラシーの活動をするのを見たり、経験を共有したりしながらリテラシーを獲得

していくため、家庭における豊かなリテラシー環境が必要となる。本の読み聞かせによ

って話を聞くことを楽しみ、その話について話し、印刷されたものにはメッセージがあ

ることを学び、生活の中のサインやお菓子の袋に書かれたものから書き言葉の概念を形

成し、文字が認識できるようになり、大人がレシピーを読んだり、本を楽しんだり、い

ろいろな目的で書いたりするのを見ながらリテラシーを獲得していく。このさまざまな

リテラシー活動の中でも、本の読み聞かせが重要であり、Vacca et al.（2018, p.18） は、

家庭のリテラシー活動の中で以後のリテラシー獲得に最も貢献するのが本の読み聞かせ

であり、本の読み聞かせは萌芽的リテラシーの発達だけではなく言語の発達、及び後の

読みの力の発達に関係していくと指摘している。家庭での本の読み聞かせは、大人が子

供に内容を楽しむために本を読み聞かせるという活動で、読み聞かせる中で本の内容に

ついて大人が働きかけ、子どもが反応し、大人がそれにまた反応したり、また感想を述

べるなどの相互活動であることは、研究者の記述（内田, 1996; Vacca et al., 2018, p.53）
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や、幼児への本の読み聞かせの大切さを説明する一般向けの出版物（海外子女教育進行

財団教育相談室, 2005）の記述に共通している。 

 リテラシーの力は、オーラルの言語力（話し言葉）を基礎に、話す、聞く、読む、書

くの 4 技能が相互に関連し、また助け合いながら発達していくものであることは母語お

よびバイリンガル・マルチリンガルのリテラシーの発達に共通するものである（Snow 

ら,  2001; Hart & Risley, 1995; Vacca et al., 2018）。また、オーラルの言語力の中でも特に

語彙量と読みの力の発達には強い相関関係があると指摘されている（Vacca et al., 

2018）。さらに、家庭での質・量ともに豊かな言語体験を通してオーラルの言語力が発

達した子どもは、早い時期に本を読み始めることも研究からわかっている(Dickinson & 

Tabors, 2001)。 

 従って、就学前の家庭ではオーラルの言語力と萌芽的リテラシーの両方を発達させる

ことが、就学後の本格的なリテラシー教育に必須不可欠の条件となる。オーラル言語を

発達させるためには、周囲の大人が子どもに話しかける、子どもの発話に応答をするな

ど生活の中での言語活動を十分に行うことが最も重要であると母語及びバイリンガル・

マルチリンガルの子どもの言語発達の研究で指摘されている（From Babbling to Books: 

Building Pre-Reading Skills., n.d.; Hart & Risley, 1995; McCabe et al., 2013; Oller & Eilers, 

2002;Vacca et al., 2018）。 

 幼稚園の時期は、読みの力に関しては下記領域の発達がみられる（Teachers College 

Reading and Writing  Project, 出版年不明） 
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• 本の構成に関する知識（concept about print）：表紙がどこにあるか、左から

右・上から下に読む、書かれたものにはメッセージがある、句読点についての

知識 

• 文字の認識：個々の文字を識別する能力。これは文字を一字ずつ声に出して読む

ことでその能力を測定する。 

• 音韻的意識：語の音韻構成に関する知識で、例えば日本語の語「ほん」が 2 音節

からなるという音節分解の能力と、語を音節に区切りそこに含まれる音節を探し

出す能力からなる（天野,1988）。 

• 頻度が高い言葉の認識: 頻度が高い語を即座に認識できる力 

 中でも文字と音を合わせることができるというのは、この発達段階のリテラシーの中

の最も高いレベルで、学校教育でのリテラシー力の基礎となるものだと言われている

（Whitehurst & Lonigan, 1998）。 

 2.3.2. 小学校における初期読みの力の発達 

 就学前のリテラシー活動は本の読み聞かせを主としていて、大人に読んでもらって内

容を理解するという、子どもにとっては言わば「居心地の良い」認知作業であったのに

対し、就学後は自分の背景知識を使い、字と音を結びつけ、語を認識し意味を理解し、

文そして文章を理解するなどの作業を、自分からしていくことが必要となる「努力して

行う」認知作業である。この時期に子どものエネルギーと注意力の大部分が字と音を結

びつけて語を認識することに向けられると、読んでいる内容を理解し、読みを楽しむと

いう読むことの本来の目的が犠牲になり（Samuels, 2004）、子どもは読むことを嫌がる

ようになる。初期リテラシーへの移行は子どもにとっては楽な作業ではないが、「自分
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で読んでも意味がわかる」「字がたくさん書いてある本が読める」（内田, 1996, p.50S) 

などリテラシーの機能を認識し、かつその能力を獲得する段階にできるだけ早く移行さ

せるためには、学校教育での体系的、計画的なリテラシー教育が必要となる。 

 入学時のリテラシー教育は、幼児期に発達しているリテラシー力を測った上で、未発

達のところを補いながら始まるが、Clay（2000）は、本の構成に関する知識はリテラシ

ーの扉を開くために不可欠の知識だとし、教師は個々の子供たちがどの程度この知識を

持っているかを評価し、特に入学後の 6 か月間は実際の読みと書きの活動を通してこの

知識を集中して教えることが必要だとしている。 

 オーラルの言語力は、就学前のリテラシーの発達と同様に初期リテラシーの発達段階

でもリテラシーの発達と相互に関係しながら発達していく。Vacca ら（2018）は、従来

の学校教育では、聞く、話す、読む、書くの 4 つのスキルはこの順に個別に教えられて

きているとし、統合して教えることの重要性を指摘している。特に学習言語の語彙力、

表現力をオーラル言語とリテラシーの両領域で獲得することは、どの学年でも必要なこ

とであり、学習者にとってオーセンティックで意味のある学習活動を通して 4 つのスキ

ルを統合的に教えることで、語彙や表現のインプット量が増え、語彙・表現への理解が

深まるとそれらを記憶に内在化し（インテイク）、更には使う（アウトプット）ことで

修正され、学習言語の語彙と表現の習得へとつながるというプロセスは、言語習得の理

論にもかなっている（Ellis, 2008）。また、学習者にとって意味のあるコンテン トの中

で言語を統合的に教えることが、そのコンテントに付随する言語形式やそのパターンを

理解・習得につながっていく（Douglas, 2005, 2008 ）。 






